
「生産性の測定」第１巻は三分冊で

発行された（１９５６年）。

■

生

産

性

の

概

念

と

定

義

　

生

産

性

運

動

の

シ

ン

ク

タ

ン

ク

と

し

て

日

本

生

産

性

本

部

は

１

９

５

６

年

４

月

、

本

部

内

に

生

産

性

研

究

所

を

創

設

し

た

。

所

長

は

戦

後

、

政

府

の

経

済

安

定

本

部

生

産

局

長

・

副

長

官

な

ど

を

務

め

た

成

蹊

大

学

教

授

の

野

田

信

夫

。

研

究

所

に

は

、

「

生

産

性

測

定

配

分

」

「

雇

用

」

「

市

場

分

析

」

「

流

通

」

「

工

作

機

械

精

度

向

上

」

の

各

委

員

会

が

設

け

ら

れ

、

一

斉

に

活

動

を

開

始

し

た

。

　

生

産

性

測

定

配

分

委

員

会

の

委

員

長

は

経

済

企

画

庁

審

議

官

の

金

子

美

雄

。

生

産

性

運

動

三

原

則

の

一

つ

、

「

成

果

の

公

正

な

分

配

」

を

柱

に

、

生

産

性

の

概

念

と

定

義

、

生

産

性

測

定

の

技

術

的

方

法

を

研

究

。

生

産

性

運

動

を

進

め

る

上

で

、

最

も

重

要

な

理

論

的

支

柱

と

な

っ

た

。

■

理

論

的

基

礎

づ

け

が

緊

急

課

題

「

生

産

性

の

測

定

」

第

１

巻

は

�

年

６

月

か

ら

８

月

に

か

け

て

三

分

冊

で

発

行

さ

れ

た

。

冒

頭

、

「

海

外

生

産

性

参

考

資

料

発

行

に

当

つ

て

」

で

、

日

本

生

産

性

本

部

企

画

部

は

「

わ

が

国

に

お

け

る

生

産

性

向

上

運

動

の

発

展

に

と

も

な

つ

て

、

最

近

そ

の

理

論

的

基

礎

づ

け

が

緊

急

の

課

題

と

な

つ

て

き

た

。

し

か

し

特

に

専

門

的

な

分

野

に

わ

た

る

理

論

的

研

究

と

な

る

と

き

わ

め

て

乏

し

い

実

情

に

あ

る

。

当

本

部

は

、

こ

の

欠

を

幾

分

で

も

お

ぎ

な

う

た

め

社

会

主

義

国

を

ふ

く

む

海

外

諸

国

の

生

産

性

に

か

ん

す

る

専

門

文

献

を

翻

訳

、

活

版

に

よ

る

刊

行

物

と

は

別

個

に

、

逐

次

刊

行

す

る

こ

と

に

し

た

」

と

記

し

た

。

　

同

本

部

生

産

性

研

究

所

は

「

こ

の

た

び

、

生

産

性

研

究

所

の

設

立

に

と

も

な

い

、

旧

企

画

部

名

で

行

つ

て

い

た

、

海

外

生

産

性

参

考

資

料

の

刊

行

は

、

当

研

究

所

が

引

き

つ

ぐ

こ

と

に

な

つ

た

。

刊

行

の

体

裁

お

よ

び

編

集

の

方

針

は

従

来

通

り

で

あ

る

」

と

続

け

た

。

　

研

究

所

は

「

生

産

性

の

概

念

」

「

生

産

性

測

定

の

事

例

」

「

国

民

経

済

的

に

み

た

生

産

性

」

に

関

す

る

三

つ

の

報

告

書

を

作

成

。

　

そ

の

後

、

研

究

所

は

「

現

代

に

お

け

る

経

営

の

理

念

と

特

質

」

と

題

し

た

報

告

書

の

発

表

、

「

季

刊

生

産

性

統

計

」

の

創

刊

（

�

年

６

月

）

、

「

労

働

生

産

性

統

計

月

報

」

の

発

行

（

�

年

７

月

）

と

活

動

の

幅

を

広

げ

、

�

年

３

月

に

は

、

『

付

加

価

値

分

析

～

生

産

性

の

測

定

と

分

配

に

関

す

る

統

計

』

を

創

刊

。

こ

こ

で

用

い

た

付

加

価

値

測

定

の

方

法

は

「

生

産

性

本

部

方

式

」

と

し

て

名

を

馳

せ

た

。

（

文

中

・

敬

称

略

）

【

参

考

文

献

】

『

生

産

性

運

動

�

年

史

』

（

社

会

経

済

生

産

性

本

部

、

２

０

０

５

年

）


